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島根県人権施策推進協議会 

                      日 時 令和４年１１月１７日（木） 

                          １３：３０～１５：３０ 

                      場 所 サンラポーむらくも 瑞雲の間 

 

○足立ＧＬ それでは、ただいまから島根県人権施策推進協議会を開催します。 

 この協議会は、島根県の人権施策の推進や施策の在り方について、幅広く県民の皆様か

ら御意見を伺うために設置しております。 

 開会に当たりまして、島根県環境生活部長の竹内より御挨拶を申し上げます。 

○環境生活部 竹内部長 失礼いたします。島根県環境生活部長の竹内でございます。島

根県人権施策推進協議会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、委員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、御出席いただき誠にありが

とうございます。また、日頃から県の人権施策の推進につきまして、格別の御理解と御協

力をいただいております。重ねて御礼を申し上げます。 

 さて、県におきましては、平成３１年３月に人権教育啓発を総合的かつ効果的に推進す

るための指針であります島根県人権施策推進基本方針の第二次の改定を行いまして、この

基本方針に基づき、各種の人権施策を推進しているところでございます。しかしながら、

今なお偏見や差別意識は依然として存在しておりまして、例えば新型コロナウイルス感染

拡大時には、インターネット上での心ない書き込みなどが増えるなど、人権侵害につなが

る事象が発生している状況でございます。私たち一人一人が、このような状況を自分自身

の課題として捉えまして、人権が尊重され、偏見や差別のない明るい社会を築くために、

社会全体で取り組んでいく必要がございます。県としましては、引き続き一人一人の人権

が尊重される社会の実現を目指し、これまでの施策の成果を検証し、かつ生かしながら、

各種人権施策がより一層効果的なものになるよう取り組んでまいりたいと思っておるとこ

でございます。 

 本日は、各部局が実施しております人権施策の実施状況につきまして報告させていただ

きます。限られた時間ではございますが、委員の皆様には忌憚のない御意見をいただきま

すよう、よろしくお願いします。 

 簡単ではございますが、開会に当たりましての御挨拶とさせていただきます。本日はよ

ろしくお願いいたします。 
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○足立ＧＬ 協議会は、人権問題の各分野に関し優れた見識をお持ちの委員により組織し

ておりますが、前回の協議会以降、新たに２名の委員に御就任いただきましたので、紹介

させていただきます。 

 まず、高齢者の人権課題に関しまして、島根県介護支援専門員協会理事長の石飛委員、

そして、人権全般に関しまして、山陰中央新報社論説副委員長の万代委員でございます。 

 本日は、協議時間を確保するため、新任の委員の皆様のみ一言御挨拶をいただきたいと

思います。 

 名簿順で、石飛委員、お願いいたします。 

○石飛委員 失礼します。ただいま紹介にあずかりました、島根県介護支援専門員協会で

理事長を務めております石飛と申します。 

 介護支援専門員協会は、御存じのとおり、高齢者を支援させていただきます介護支援専

門員、ケアマネジャーが所属をしております職能団体になります。現在、会員８００名ほ

どで、ふだん研修をしたり学びの場を持ったりということで活動させていただきます。今

日はよろしくお願いします。 

○足立ＧＬ ありがとうございました。 

 万代委員、お願いします。 

○万代委員 山陰中央新報社論説委員を賜っています万代と申します。 

 前任の鎌田のほうが転勤の関係で、私が後任の任期のところを引き継がせていただくこ

とになりました。事前に資料を見せていただいて、改めて施策の幅広さと深さに驚かされ

るばかりで、今日は勉強させていただく気持ちでここに参りました。ひとつよろしくお願

い申し上げます。失礼します。 

○足立ＧＬ ありがとうございました。 

 本日の出席者につきましては、お手元の出席者名簿のとおりで、１６名の委員に御出席

いただいております。なお、委員名簿のうち、１番の佐藤桃子委員、２番の高橋委員、４

番の秦委員、１５番の河野委員の４名の委員は、所用のため欠席です。 

 事務局職員につきましては、配席表及び出席者名簿をもって紹介に代えさせていただき

ます。 

 それでは、ここから後の議事進行は、要綱の第５条に基づき、横山会長にお願いいたし

ます。 

○横山会長 皆さん、こんにちは。私は、昨年度より会長を仰せつかっております、人権
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擁護委員連合会の横山と申します。どうかよろしくお願いいたします。 

 先月の１６日、雲南市におきまして、しまね人権フェスティバル２０２２が盛大に開催

されました。コロナ禍での３年ぶりの開催ということで、感染対策に細心の注意を払って

の運営だったと思いますけれども、人が集うことで生じる熱気のようなものを肌で感じる

ことができました。 

 また、昨年度の実施状況報告書を見ましても、会合等が十分に開催できない状況の中に

あって、メディア等を駆使した取組等が各所で紹介されておりました。なかなか終息が見

えない中にあって、今後のウィズコロナへの方向づけが感じることができました。 

 さて、本日の会に向けて、委員の皆様からたくさんの質問、意見をいただきました。そ

の中に、この協議会が質問に対して回答するだけの会になっているので、ぜひ委員間での

意見交換の時間を確保してほしいとの意見がありました。そこで、事務局のほうで検討し

ていただいて、今回は質問等に対する回答書を事前に各委員まで送り、そして、目を通し

ておいてもらうことで、質疑をできるだけ短くして協議の時間を確保するという段取りを

お願いしております。ということで、今日も限られた２時間という時間ではありますけれ

ども、可能な限り委員の皆さんの御意見をお聞かせいただければと思っております。どう

か委員の皆さん、よろしくお願いします。また、事務局の皆さん、いろいろ御準備ありが

とうございました。どうかよろしくお願いいたします。 

 じゃあ、座らせていただきます。それでは、これから先は私のほうで進行させていただ

きます。御協力よろしくお願いいたします。なお、本日の会議ですが、要綱の第７条に基

づき公開して行いたいと思いますが、委員の皆さん、よろしいでしょうか。ありがとうご

ざいます。 

 それでは、公開という形で進めてまいります。 

 それでは、早速、議事１、人権施策の推進状況に入ろうと思います。資料１の推進計画

実施状況及び実施計画については、事前に事務局から各委員に送付いただき、委員のほう

から意見や質問を出しました。そして、これらに対する回答を取りまとめたのが、お手元

にあります資料３、資料４であります。委員の皆さんにおかれましては、事前に目を通さ

れたと思いますが、念のため事務局から概要を簡単に説明していただき、その後で委員の

皆さんから追加の質問や御意見をいただくという形で進めたいと思っております。事務局

のほうはそれでよろしいですか。 

○人権同和対策課 島田課長 はい、そのようにお願いいたします。事務局の皆さんにお
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願いですけれども、本日、終了時間が１５時３０分ということで時間に限りございますの

で、委員の皆様の審議に時間を充てるため、できるだけ手短に、ただ早口にならないよう

にゆっくりと１分以内で御説明いただくように御協力のほうをお願いいたします。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、資料３のほうを御覧ください。資料３の１ページから２ページにかけて、人

権教育については８件の質問が出ています。資料の順に担当課から要点のみ簡単に説明し

てください。なお、担当課欠席の場合は、主管課から説明をお願いいたします。また、追

加質問につきましては、８件の説明全てが終わってからお聞きしようと思っております。 

 それでは、まずは子ども・子育て支援課から説明をお願いいたします。 

○保育支援第二Ｇ 富田ＧＬ 子ども・子育て支援課です。平田委員の御質問に対しての

回答です。幼保で省の違いがあり、幼稚園と保育園の小学校に向けての教育の差は全くな

いのでしょうか。合同研修の成果はどうでしょうという御質問です。委員、御指摘のとお

り、幼保で文部科学省、厚生労働省、それから認定こども園は内閣府と管轄の省は異なっ

ておりますけれども、平成２９年に指針、それから教育要領のほう同時改定ということで、

小学校への接続においては、どの施設においても同様の方向でということで改定をされて

おります。省の違いにより教育の差はないものと考えております。 

 県では、保育士、それから幼稚園教諭の合同研修を実施しております。研修後、受講者

の方からアンケートをいただいておりますけれども、その内容を見ましても、幼稚園でも

保育所でも保育者の指導力のほう、研修を通した指導力の向上というところについては、

研修の効果が見られたというふうに考えております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 教育指導課のほう、よろしくお願いします。 

○佐藤参事 失礼します。教育指導課です。 

 そこに書いてある文面は同じものになっておりますが、肉づけとしまして、先ほどあり

ましたように、幼児教育施設それぞれ違いはありますが、研修については合同という形で

広く呼びかけておるところでございます。その上で、目標としては、特に子供たちの育ち

を中心に捉えながら、幼児期の終わりまで育ってほしい姿というものを、それぞれ幼児施

設関係なく統一的にゴールと定めながら、県としても幼小接続ということにすごく力を入

れて、目標を定めながらそれぞれ学校訪問等、指導を行ってるとこでございます。以上で

ございます。 
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○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、同じく平田委員の御質問に対して、人権同和教育課、よろしく

お願いします。 

○人権同和教育課 石原課長 人権同和教育課です。ＰＴＡの活動についての研修でござ

いますけれども、各年度、人権教育実践モデル校という形で、幼稚園、小学校、中学校、

高校、それぞれ人権教育の実践に努めてもらう学校のほうを指定しております。それに併

せて、ＰＴＡのほうも併せて指定をさせていただいております。１年ないし２年間、ＰＴ

Ａを中心に人権教育の取組を進めてもらっているところでございます。 

 その成果につきましては、ＰＴＡ人権教育研修会というのを毎年行っておりますので、

その上で成果発表、そういったものを行っております。また、各学校でＰＴＡ研修、行っ

てもらっておりますけれども、コロナ禍の中で非常に実施率がちょっと低下しているって

いう現状もございます。このコロナ禍の中で、どういう形でＰＴＡ研修をより進めていく

ことができるかっていうことにつきましては、また今後、様々な検討を深めていきたいと

思っております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、続いて万代委員の質問に対して、社会教育課、社会教育研修センターさん、

よろしくお願いします。 

○生涯学習振興Ｇ 藤原ＧＬ 社会教育課です。しまね学習支援プログラムの開発等の事

業を使って、どのような人材を育成すべきかというモデルがあれば御教示くださいという

御質問でございます。具体的なモデルケースについてはございませんけれども、このしま

ね学習支援プログラムといいますのは、社会で一線を退かれた方の学び直しに特化したも

のではございませんが、親御さんの子育てに係る親の気づきですとか、親同士のつながり

づくりを狙いとしたプログラムでございまして、これまで県と市町村でそのプログラムの

進行役であります親学ファシリテーターを養成してきておりまして、昨年度末段階で８３

７名の方がこの養成講座を修了しております。以上でございます。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、永江委員の質問に対して人権同和対策課のほう、よろしくお願いします。 

○人権啓発推進センター 高田センター長 各市町村で実施される講演会を周辺自治体に

も紹介するといいという御意見を頂戴いたしました。新型コロナが流行する前は、周辺自

治体にも市町村から案内をしていましたけれども、コロナの流行後は当該市町村の住民を
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主な対象として案内して、周辺自治体への紹介はホームページでの情報発信が中心となっ

ております。このような事情はあるんですが、コロナ禍での研修会のやり方などノウハウ

も一定程度蓄積されてきていると思いますので、市町村委託事業の実施に当たりましては、

コロナの状況にも配慮しながら、周辺自治体への紹介について検討していただくように市

町村に伝えてまいりたいと思います。 

 それから、２つ目、みんなで学ぶ人権事業について２つ質問をいただいておりますが、

まず、市町村委託事業を基盤として、その上で民間団体委託事業と捉えていいでしょうか

という御質問についてですが、この市町村委託事業、それから民間団体との協働、そして

地域の指導者を養成するための事業、それから講師派遣など複合的に取り組んでおります。

また、民間団体との協働は全県的に広がっているのかという御質問につきましては、こち

らに記載のとおりでありまして、市部だけでなく郡部の民間団体とも協働しておりますが、

さらに県内各地の団体と協働できるように広報に努めてまいりたいと思います。なお、松

江市の８団体の中には、全県を対象にしたオンライン講演会を実施する団体や、子供向け

の人権すごろくを作成して、ホームページでダウンロードできるという企画もありますの

で、このように県内どこに居住されていても人権が学べる機会を提供できるように努めて

まいりたいと思います。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、１ページめくっていただきまして、佐藤桃子委員の御質問に対して青少年家

庭課、よろしくお願いします。 

○青少年家庭課 宮阪課長 佐藤委員と横山委員、御質問いただいています子どもと家庭

の相談機関連絡会議ですけども、いただいているのがメンバーとかその内容とか似通って

おりますので、一括してお答えさせていただきたいと思います。 

○横山会長 はい、結構です。 

○青少年家庭課 宮阪課長 構成している機関ですけども、相談窓口を持っております、

県でいいますと児童相談所とか女性相談センター、そういった機関ですとか、それから県

警、教育庁といった電話相談とかの窓口を持っていらっしゃる機関、それから、民間でい

いますと、島根いのちの電話さんですとか、県の助産師会といった、そういう電話相談を

はじめ相談窓口を持っていらっしゃる機関などに参加をしていただいております。 

 それから、お集まりいただいた中では、対応に苦慮した事例ですとか、他機関へ引き継

いだ事例とか、直近の相談状況などについて情報共有をしていただいて、その後の相談業
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務に役立てていただいているということがございますし、意見交換だけではなくて、研修

というのは、講演なんかをしていただいて、研修的な意味合いを持たせ、相談支援の在り

方などについても学んでいただいているところです。この会議を通しまして、日常の、通

常の相談支援業務で把握した課題の解決方法を学んでいただいたりとか、あるいは相談事

案を機関同士で円滑に引き継ぐ方法について協議していただいて、業務の改善に役立てて

いただいているところです。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、太田委員さんの御質問に対しまして人権同和対策課のほうからお願いいたし

ます。 

○人権啓発推進センター 高田センター長 同和問題青年団体研修の内容についてです。

島根県商工会青年部連合会など、県内の青年団体の会員の方が参加されて、「差別の現実

から学ぶ」と題した当事者の方の講話などが行われたところです。以上です。 

○横山会長 それでは、人権教育の最後の質問になります。永江委員さんの御質問に対し

て人権同和教育課のほう、よろしくお願いします。 

○人権同和教育課 石原課長 本県におきましても、人権教育実践資料集、社会教育編と

いう形で、実践例を取りまとめた資料のほうは作成しております。ただ、学校教育におい

て根拠のよりどころとしております人権教育指導資料第２集、学校教育編的に代わる社会

教育編的なものがまだ正直ございません。他県にも様々な情報のほうを求めておりますけ

れども、やはりその社会教育編という形での編集につきましては、それぞれ苦慮している

状況があるように思っております。今現在、ちょっといろんな情報を入れてるところでご

ざいますので、何らかの形で社会教育編の作成、そういったものに着手できればというふ

うに考えております。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 以上８件の御質問に対して回答をいただいております。質問をなさった皆さん、今の回

答でよろしかったでしょうか。お一人ずつ確認しますので、よろしくお願いします。 

 平田委員さん、いかがでしたでしょうか。 

○平田委員 ありがとうございます。幼児期の教育がどこでも均等に行われるように、い

ろいろ研究、研鑚されているのは分かりました。 

 それで、私が外国人部門ということで、担当しているということで、一つ気になるのが、

やはり大田市でも昨今ブラジルの子供たち、ブラジル国籍、両親もブラジル人という子供
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たちが増えて、その子供たちに関して、保育園で何か特別な配慮をされてますか、小学校

に上がるに向けてっていうと、特にはしていませんということで、ちょっとそこのところ

何か考えていただけたらなという思いがあるので、またそれは御検討いただきたいと思い

ます。 

 それから、人権研修のＰＴＡの活動に関してなんですが、どの部門においても人権研修

ってなかなか難しいところはあるんだろうなっていうのは感じているんですが、これもや

はり外国にルーツのある子供たちの中でのいじめの問題というのが、家庭での保護者のい

ろんな会話の中から子供たちが、その保護者の子供がそれを聞いてて、学校でそれを根拠

に外国ルーツのある子供に対して冷たい言葉だったり、ちょっとした暴力だったりという

ことがありますので、保護者の、親の姿っていうのがすごく大事なことなんだろうなと思

うんです。研修の難しさは確かに、ＰＴＡの参観日があって、その後研修とかっていう形

にはなってるんですが、なかなか研修となると早々、最近の状況から、昔から研修の時間

になるとさあっと人が減っていくっていう感じはあるので、何かそこに工夫を持っていた

だいて、保護者も人権研修参加して、理解が深まることを希望します。ありがとうござい

ました。 

○横山会長 それでは、続きまして、万代委員さん、いかがでしたでしょうか。 

○万代委員 ありがとうございます。万代です。お答えありがとうございました。回答に

あるのを読ませていただいて、ちょっと改めてどういう事業かっていうのを私も仕事柄、

取材等でそこの現場で深く関わってないもので、ちょっと字から判断するしかないのであ

れなんですが、非常に大事なことをされてると思いますので、これは引き続き続けていた

だきたいと思います。 

 もう一つ、私の質問が抽象的で、なかなかちょっと回答に困られたかもしれませんが、

今いわゆる政府のところで言われているリスキリングですね、あれ人権保護とか人権擁護

とかは少しちょっと離れるかもしれませんが、人生が一度しかないという中で、今は国民

年金の支払いの期間の延長とか、そういった議論がなされている中で、一度就職はして、

島根県内で働いて、一通り社会、皆さん貢献された中で、もう１回その人生でいろんなこ

とをやってみたいとか、そういったことを考えたり、そう考えることは自分の健康とか自

分の学びとか自分の人生のやり直しとかそういうことを考える中で、やっぱりそういうこ

とに意欲を持った人にしっかり届く施策を打ってほしいという願いがあったので、既存の

もので特化したものがないということであれば、それはそれでいいんですが、ちょっと今
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後考えていただけたらなと思います。 

 そういったもう１回学びたいとか、社会に関心を持ちたいとかそういう中で、もう１回

学校で勉強したことを振り返ったり、そういう中でまた人権の擁護とかそういったことに、

もう１回勉強する中で気づいたりするかもしれないということはあると思いますんで、ち

ょっと私が言ったようなことは抽象的な話なんですが、そういったことを実現できるよう

な施策を、組立てをぜひ教育委員会さんとか連携しながら、資金というか機会の提供とか

そういったところを、いろんな部局をまたがる話になると思いますが、島根の活力を維持

していくためにはその辺の、今の４０代、５０代がもう一頑張りしないといけないってい

う状況があると思うので、そこでちょっとお願いしたいというふうに思います。 

 最後にちょっと要望というか、私がふだん公民館とかいろんなところに公式な委員とし

て関わっているわけではないですが、退職された方が公民館を拠点に、例えば自治会で活

動したり、いろんな学ぶ場として公民館を活用されている方がたくさんいらっしゃいます

が、場所によってはＷｉ－Ｆｉ、ちょっと細かい話になりますが、Ｗｉ－Ｆｉもよう使え

んっていうか、職員の方がＷｉ－Ｆｉ独占されてるけど、全然行った方には使わせてもら

えないとか、そういった要望があって、もう少し公民館の基礎力の、いっとき島根県も力

を入れてたと思うんですが、公民館のもう１回基礎力のアップっていうか、インフラも含

めて見直しと点検を、本来市町村がすべきことだと思いますが、島根県も様子みたいな、

財政支援をするまでもない話だと思うので、そのぐらいのことは公民館のインフラがちょ

っとやっぱり各市町村で平均して引上げをお願いしたいなというふうに思っております。

以上です。 

○横山会長 社会教育課のほう、何かお考えがありますでしょうか。 

○生涯学習振興Ｇ 藤原ＧＬ 失礼します。本日ちょっと担当者のほうが欠席しておりま

すので、先ほど伺った意見につきましては、課の中で共有させていただきたいと思います。

ありがとうございます。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、永江委員さん、よろしくお願いします。 

○永江委員 先ほどは本当に情報提供とか様々な御回答をありがとうございました。 

 ちょっと簡単に１点ほど、少し意見をお聞きした上でお願いしたいことなんですけれど

も、やはり啓発全体ということを考えますと、患者、感染者の人権問題の立場で私も出さ

せていただいているところなんですが、ハンセン病にしたり、旧優生保護法の問題にした
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り、エイズ感染症の問題にしたり、今では新型コロナウイルスの感染症に関わる人権問題

等々ございます。ずっと今までのところを振り返ってみますと、とにかく新しい感染症が

出てきたら、必ずそこに感染した方々とか、感染者を取り巻く家族、医療従事者への偏見、

差別というのは、もう付随して必ず出てきているわけなんです。そういうふうなことを考

えますと、今後、新たな感染症の発生と同時に、やはり対応策の中に偏見差別対策の周知

とか報道の在り方、そして、日頃の取組事業において、そういったことを繰り返し啓発な

り教育をしていただけたらというふうに思います。以上でございます。 

○横山会長 ありがとうございました。また、担当のほうで御検討いただければと思って

おります。よろしくお願いします。 

 そういたしますと、２ページめくっていただきまして、佐藤桃子委員さん、今日欠席で

すので、私が同じような質問をさせていただきました。ただいま関係の相談機関のほうで

の連絡会が行われるということでありますが、広報用のカードに掲載してある施設は大変

たくさんございます。そういう中で、私も法務局人権擁護委員の立場で子どもの人権１１

０番というところを担当しておりますけれども、できれば相談機関の連携の中にまた加わ

らせていただいて、一緒な問題を取り組ませていただいたらありがたいなということを感

じております。どうかよろしくお願いいたします。 

 それでは、太田委員さん、いかがだったでしょうか。 

○太田委員 今の答えで結構です。 

○横山会長 よろしいですか。ありがとうございました。 

 最後もう一つ、永江委員さん、いかがでしょうか。 

○永江委員 これでよろしいです。 

○横山会長 よろしいですか。 

 大変時間のスピードアップに御協力いただきまして、ありがとうございます。たくさん

の案件があるもんですから、進めさせていただこうと思います。 

 そうしますと、２番の人権啓発のほうに移りたいと思っております。人権啓発について

は３件ありますので、まずは中小企業課のほうから御説明をお願いいたします。 

○団体Ｇ 狩野ＧＬ 中小企業課でございます。まず、横山先生からの人権啓発講演会開

催事業についてでございます。実施計画を出した時点では未定としておりましたので、そ

のことについて、少し遅いのではないかということ、それから、どのように広報されてい

るのだろうかということを御質問いただいております。 



－11－ 

 この事業は、書いておりますとおり、中国経済産業局からの委託を受けて実施しており

まして、今年度につきましては契約が９月の初めで、１０月の初めに研修を実施しており

ます。その間、契約までのところで並行して、今どういう研修を求められているのかとい

うことを商工団体を通じて聞き取りをしながらテーマを決め行っております。少し遅いの

ではないだろうかということですけれども、十分に必要な研修の内容をするという点では、

１０月でも遅くはないのかなというふうに考えております。今年度につきましては、書い

ておりますけれども、ハラスメントの防止ですとか、ネット発信のリスク管理ということ

で、島根県の人権啓発推進センターのほうから講師をお呼びして実施しております。以上

です。 

○横山会長 続きまして、太田委員さんの質問に対してもお願いいたします。 

○団体Ｇ 狩野ＧＬ 続いて、中小企業課です。太田委員さんからは、多文化共生のこと

について、企業研修を行う必要があると感じるということ、それから、県内でも中小企業

における技能実習生に関する問題が現に起きているということをいただいております。今

年度、人権同和対策研修事業という毎年やっている事業の中で、多文化共生に関する理解

を深める研修を計画しておりまして、ちょうどこれが明日行われます。今回はハングル友

の会のほうから来ていただき、各商工団体人権同和推進委員が各団体に１人ずつおります

ので、その推進委員向けの研修を行いまして、その後、各団体に持ち帰ってもらって、職

員の資質向上をしていただくということにしております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 では、続きまして、人事課のほう、お願いいたします。 

○人事課 富岡課長代理 太田委員のほうから御質問いただきました雇用促進事業に関連

いたしまして、当県県職員についての、いわゆる国籍条項についての撤廃の検討状況はい

かがかという御質問を頂戴しております。こちらに書いておりますとおり、県職員採用に

おける、いわゆる国籍要件につきましては、判例や国の見解、他県の状況なども踏まえま

して、３５の職については順次撤廃してまいりました。１９職種に国籍条項が残っており

ますが、これは、これらの職種について国籍要件を撤廃しますと、公権力の行使ですとか

公の意思の形成の参画ができない職員を採用するということになり、現時点ではそれらの

職種の人事管理、組織運営に支障を来すというふうに考えております。これまでも順次見

直し、拡大はしているところではございますけれども、今後も他県等の動向を踏まえまし

て、引き続き見直しには努めていきたいというふうに考えております。 
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○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明に対しての質問ですけれども、最初の質問は私のほうから出

させていただきました。ちょっと遅いんじゃないかという話で、御説明をいただきました。

事情が分かりましたので、それで結構だと思いますけれども、ちなみに平成３０年、そし

て令和元年度は８月８日に、どうもこの研修が行われておったというふうに資料に載って

おりました。できるだけ当初のところで決まれば、見通しも立ちやすいかなというふうに

感じております。 

 それでは、太田委員さん、いかがだったでしょうか。 

○太田委員 ２つの質問を出させていただきました。ありがとうございました。明快なお

答えをいただいて、これで結構です。 

 ただ、一つ加えて要望としましては、できればこの２つとも県内各市町村の実態をちょ

っと見ていただいて、やはり県のほうから指導的な、なかなか立ち入って指導というのは

難しいかもしれませんが、この今の県内どこでも在住外国人、結婚等で日本に来た外国出

身の方なども、やはりこの県内で暮らしていくということもありますし、県全体が多文化

共生の社会にするためには、市町村でもやはり同じようなことが必要であると思いますの

で、できればそういう辺りを御指導いただけたらと思います。それだけ加えておきます。

どうもありがとうございました。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、先に進めさせていただきます。３ページのほうを御覧ください。特定職業従

事者に対する人権研修等の充実というところで、４件の質問が出ております。よろしくお

願いします。 

 初めに、川内委員さんの御質問に対して、人事課のほうからお答え願います。 

○人事課 富岡課長代理 人事課、引き続いて、川内委員からの御質問でございます。障

がい者理解に関する職員研修の実施というところでございますけれども、参加者につきま

しては知事部局、これには企業局や、そのほかの行政委員も含んでおりますけれども、こ

れらの職員のうち希望者の方、これは正規の職員だけではなく、会計年度任用職員などの

方も対象としております。 

 内容につきましては、こちらに記載しております発達障害の内容ですとか特性を知ると

ともに、障がいのある方が困っていることについて理解を深めること、それから、併せて

周りの理解、支援の必要性について学ぶという目的で開催しております。 
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 企画段階では２００名程度を想定しておりまして、ちょうど９月から今月１１月までの

ところで県内３か所において開催をしております。おおむね２００名程度の方に参加がい

ただけるのではないかというふうに担当からは報告を受けております。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、永江委員さんの御質問に対して、人権同和教育課、よろしくお

願いします。 

○人権同和教育課 石原課長 それぞれ教職員の研修についてですけれども、初めて教壇

に立つ講師さんを対象にした研修から、初任研、それから中堅研、それから管理職といっ

た形で、それぞれのキャリアステージに応じた人権教育のシラバスを作成し、それに基づ

いて研修を組み立てております。 

 また、子供たちの変容につきましては、なかなか調査把握は難しいところがございます

けれども、学校生活の全ての場面において、子供たち一人一人を大切にする教育の取組、

そういったものを進めてもらうよう、常にお願いをしております。 

 また、事務職員さんへの人権教育の研修の継続でございますけれども、事務職員を対象

にした研修等もきちんと行っております。 

 また、経済的困難を抱える家庭、様々な支援を必要とする児童生徒の学びの保障につき

ましては、学校と社会福祉の連携、その強化を図りながら、例えば今現在、県立学校４校

のほうに配置しておりますけれども、学校・福祉連携推進教員、そういったものを通じな

がら、そういった経済的困難を抱える児童生徒への支援、そういったものも行っておりま

す。 

 また、子ども支援実践講座という研修を設けておりますけれども、こういったものにも

事務職員の方にも参加をしていただいて、事務職員の立場から様々な支援がしていただけ

るような取組を進めておるところでございます。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、次に、太田委員さんの質問に対して人権同和教育課、続いてよろしくお願い

します。 

○人権同和教育課 石原課長  初任研でありますとか、あるいは他県からの採用の先生

方も増えてくる現状の中で、同和問題に対する理解の差異っていうものが多少あるかなと

いうふうには認識しております。先ほど申し上げました、キャリアステージに応じた研修

プログラムの中で、個別具体な人権課題について研修を行っております。その中で、同和
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問題についてもきちんと取り組んでおりますし、また、各学校が行う授業の中での学年会

での研究の協議、そういったものの充実、そういったものを図っていただくような形でお

願いをしております。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、次の太田委員さんの御質問に対して県立病院課のほう、よろしくお願いしま

す。 

○県立病院課 川合課長代理 県立病院課です。太田委員さんのほうから、中央病院にお

けるハンセン病研修の詳細について御質問をいただいております。９月から１０月にかけ

まして、計１０日間、ハンセン病について研修を開催しております。受講人数は１，２０

８人、委託事業者も含めまして約８割の職員が受講をしております。研修の内容は、ＤＶ

Ｄの視聴というものですけども、医療職、なかなか研修時間が取れない中で、ハンセン病

問題についてとてもよく理解できたという声が多数あったところです。今後も継続して実

施してまいりたいと考えております。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、今の回答に対しての、またお声を聞かせてください。 

 川内委員さん、いかがでしたか。 

○川内委員 回答ありがとうございました。発達障害なんですけれども、実は、私は大阪

健康福祉短期大学松江キャンパスというところで講師をさせてもらっているんですけれど

も、学生の中にも発達障害の方がいらっしゃって、今、島根県では５歳児健康診査を松江

市と出雲市では行っていると思うんですが、そのほかの地域ではまだ実施されていないと

伺っています。 

 それで、発達障害と診断された学生は、自分はこういう障害があるんだ、こういう特性

があるんだっていうことで、進路選択に当たり、資格や学位を取っても、それを生かしな

がら自分に合った職業を選択していくことができます。ただ、自分がそういう障害を持つ

っていう自覚がないまま進路選択で資格を取ってしまうと、もうその資格のところでない

と就職したがらなくなって、それが本当に自分の適性かどうかが分からないまま社会に出

ていってしまうということがあります。 

 それで、もしも可能でしたら、県全体で５歳児健康診査など、早期療育、早期教育、早

期診断などをしてもらうといいかなとは思っています。ただし、その運用に当たっては、

今、保育士であるとか幼稚園の先生であるとかの中には、障害を持っていることをみんな
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にカミングアウト、言ってしまえばそれで解決するみたいな感覚を持っていらっしゃる方

がいらっしゃって、私が子供を育てていたときにも、てんかんの障害があるって分かった

途端、その親御さんにＰＴＡの集会で涙ながらに自分の子はてんかんを持っているんです

みたいなことを話されて、ただ、保護者は素人ですから、そういう人に向かっていきなり

自分の子供はてんかんです、障害者なんです、障害者っていうことがつい最近分かりまし

たっていうことを、心の整理のつかないまま言わせてしまうっていうことが多々起こって

いるように思います。ですから、障害を持っているって診断することと、それを周りの人

に知らせるっていうことは、ちょっと別な次元で考えていただいて、どうしたらその人が

幸せに生活できるのか、みんなに公開、自分の障害を言うことだけが、その人の幸せでな

いっていうことは承知していただいた上で、そういう診断の機会をぜひとも設けてほしい

と思います。 

 私どもの学生の中には、授業で障害児保育であるとか、特別支援教育を学ぶようになる

んですけれども、そこで覚えた専門用語で、ＡＤＨＤであるとか、鬱病であるとか、ダウ

ン症であるとか、知的障害だっていう言葉を習うと、それを用いて友達同士で冗談で、今

日は鬱っぽいなとか、私ＡＤＨＤっぽいとか、この人ダウン症みたいとか、あなた知的障

害じゃないのみたいなことを冗談交じりに言うんですけれども、それをそういう発達障害

を持っている学生が横で聞いていて、かなり傷ついているっていうことがあります。そう

いうことは短大生、大学生になって、やっていいか悪いかっていうことは、小さい短大で

すので、気づいたときに教員のほうがすぐ注意するようにしているんですけれども、やは

り高校までの教育でも言っていいことと悪いことっていうのをしっかり学校の中でも、地

域社会でも、家庭でも教えていける、あるいはそういう社会になってほしいっていうのは

思っています。島根県はまだちょっとそういうところがなかなかまだなのかなと思って。

鳥取県から来る学生は割合そういうことがないので、私、手話ちょっとできるんですとか

って言ったりとか、やはり県の政策がそういうふうに、障がい者に対する理解を深めるっ

ていうことを何年かかけてやっているので、そこで少し違いがあるのかなと思うので、島

根県でもそういう障害者に対する理解をもう少し深めるような施策を充実させていってほ

しいと思います。以上です。ありがとうございました。 

○横山会長 ありがとうございました。今のお話に対して、何かありますでしょうか。 

 特別支援教育課のほうは、おいでになってますか。 

○特別支援教育課 三代調整監 特別支援教育課です。先ほどは貴重な実際の大学での様
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子をお知らせいただき、ありがとうございます。先ほどありましたが、障害理解のために

今、お話がありましたように、保護者もですが、状況によって生徒さんと自分の障害等に

ついて障害理解ということでお話をされるようなことが、実際に学校教育現場であります。

今、お話しされたことについて、それを受け止める側、教員もですが、一緒に学ぶ児童生

徒のほう、そちらの受け止める側、そちらの教育っていうこと、障害理解についてってい

うことについては、まだまだ理解、あるいは周知進めていかないといけないこともござい

ますので、特別支援教育課もですし、小学校、中学校、高等学校において、あるいはもっ

と早期のところから、幼稚園、保育園等においても一層、特別支援教育、障害等の理解が

進むような対応について、また情報共有していきたいと思いますので、今日は貴重な御意

見、ありがとうございました。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 川内委員、よろしいでしょうか。 

 それでは、永江委員さん、いかがでしょうか。 

○永江委員 ありがとうございました。質問させていただいた意図っていうのが、ずっと

継続されてこられた職員への人権研修、それらを通して、いわゆる児童生徒に対する教育

支援をされることによって、児童生徒の仲間意識の高まりだとか、あるいは助け合いの精

神の高まりだとか、命の大切さを育む行動、そういうふうなところにつながっていればと

いうふうに思いまして、質問をさせていただきました。結果的にそれらがいじめ等の減少

につながるというふうにも思っておりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、太田委員さん、どうぞ。 

○太田委員 太田です。実は私、昨年度のこの会議の反省で、随分時間も回数も太田が占

めたという反省がありまして、できるだけ簡潔に発言したいと思いますが、まずは同和教

育に関してなんですけども、道祖本事件ということを提起しました。道祖本事件というの

は、皆さん御存じだと思いますけども、島根県の同和教育そのものを根底から問われるよ

うな、本当に反省の一言という事件、結婚差別事件でして、そこをきっかけに島根の同和

教育は変わってきたはずなんです。しかし、やっぱり年数がたってくると、だんだんこの

道祖本事件そのものを知らない教職員が現れ始めたということを現場で知って、少し、少

しというかかなりショックを受けました。この道祖本事件に関しては、やっぱりきちんと
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言い伝えといいますかね、学校現場の中で伝えていくべき事件で、やはりその反省を忘れ

ることなく現場で教育してほしいと思いますので、やはりそれをきちんと伝えるというこ

とをやってほしいと思います。 

 それから、次、ハンセン病問題ですけども、ハンセン病問題に関しては、本当はまとめ

て発言させていただいたらいいんですが、まず中央病院のことについてお話ししたいと思

います。なるべく短くしますが、今、全国１３園ある国立の療養所、ここに入所しておら

れる方、だんだんに高齢化してくるわけですけども、島根県から見たら遠い話のようだけ

れども、実は、無癩県運動という歴史的な経過を考えると、決して島根県にとって遠い話

ではなくて、見えていないだけなんですよね。 

 今、この全国１３園の現実の中で、国との協議の中で一番深刻な問題は、一旦自由にな

れて社会に出ていった、いわゆる社会復帰をしてきた元入所者の方、元患者の方が少しず

つまた再入所をしたいということを言っておられます。現に再入所している方もいらっし

ゃいます。その理由が何かというと、社会の中で差別されるからということならば、まだ

これは啓発が必要だなということで言えるわけですけども、実は病院や介護施設での差別、

あるいはそれを恐れて再入所ということなんですよ。なぜかと言いますと、社会復帰され

た方は、やはり今でも社会の中で本当ひっそりと病歴を隠して暮らしておられます。それ

が一般の病院、市中の病院へ行くとか、介護施設に入ろうとすると、この病歴をはっきり

と言わなければならないという、それがもう本当に鍵になって、仕方なく再入所というこ

とを選ばれる。それが今、本当に深刻な問題になっています。 

 そういう中で、中央病院は全職員を対象としたこういう研修が行われていることは、こ

れは本当にお世辞ではなくて、全国の今、厚労省との協議でも、島根ではこういうことを

やってますよということを伝えたいぐらい見事な取組だと思うんですよ。それで、あと注

文を付け加えるならば、保険医協会なども、私も保険医協会さん、呼んでいただいて話を

させてもらったこともあるんですけども、やはり全県的にどこの病院に行っても病歴が語

れて、差別されることがないという、そういう医療、福祉の現場ができますように、この

中央病院の実践を通して、ぜひ全県に広めていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○横山会長 ありがとうございました。今のハンセン病について、本当に何か誇れる、島

根で誇れることがあるんだというふうなお言葉もありましたけれども、ぜひこの上とも進

めていただくということでお願いしたいと思います。 
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 それでは、次に進めさせていただきます。それでは、４ページのほうをお願いいたしま

す。女性に関わる人権問題についてですけれども、これには６件の質問が上がっておりま

す。それでは、上のほうから順番にお願いしたいと思います。 

 まず、永江委員に対して女性活躍推進課のほう、お願いいたします。 

○女性活躍推進課 村松課長 女性活躍推進課でございます。男女共同参画に関する一般

相談の状況についてお聞きいただきました。これは、男女共同参画に関する講座等の企画

や資料の紹介、講師の相談等に対して、市町村などに助言や情報・資料提供を行うもので

す。そのため、内訳を書かせていただいておりますが、市町村とか各種団体、あるいは都

道府県等、こういったところからの紹介件数が多くなっております。また、中高生、大学

生等への男女共同参画に係る理解促進につきましては、授業等を活用して普及啓発を進め

ているところでございます。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、太田委員の質問に対して人事課のほう、お願いいたします。 

○人事課 富岡課長代理 島根県庁内の管理職等の男女比率についてのお尋ねをいただき

ました。数字を上げておりますが、これは県職員、このうちから病院職員、教育職員、警

察職員は除いておりますけども、この男女比につきましては、令和４年４月１日時点で、

男性が７２．４％、女性が２７．６％、管理職が男性８５．９％、女性１４．１％となっ

ております。近年の採用試験の状況が、女性の方が採用される割合が高くなっておりまし

て、職種によっては同数程度というような形になっておりますので、この数字は、年々上

がっている状況でございます。また、管理職につきましては、特定事業主行動計画という

計画において目標値を定めまして、年々管理職の女性比率を上げているという取組を行っ

ているところでございます。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、永江委員さんの御質問に対して女性活躍推進課のほう、続けて

お願いします。 

○女性活躍推進課 村松課長 女性活躍推進課です。この奨励金制度は、出産後、育休取

得され、職場復帰された従業員がいる事業所に対して支給するものでございます。これま

では育休を取得せずに出産後に職場復帰された事業所も対象としておりましたが、令和２

年度から育休は最低３か月以上取っていただくということを条件にしております。そのた

め、支給対象の事業所が絞られたことから、利用が少なくなっております。 
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 また、奨励金の利用実績のピークが平成３０年度でございましたが、ここと比較すると

出生数も１割ほど減っているということで、全体の利用件数が減っております。 

○横山会長 どうぞ。いいですか。ありがとうございます。 

 それでは、次は私のほうから質問させてもらいました。青少年家庭課のほう、お願いい

たします。 

○青少年家庭課 宮阪課長 青少年家庭課です。デートＤＶ予防教育プログラムの進捗状

況と、それから子供さんたちへの指導実績について御質問をいただいております。このプ

ログラムでございますけども、ＤＶＤの教材なども含めて作成して数年たっておりますが、

学校での使用を進めていただくことを意図しまして、例年、教職員を対象に暴力予防教育

実践者研修ということで、その中でこのプログラムを紹介しながら研修を行っております。

昨年度も東西２会場でこれを開催しております。実際に学校現場では、中学校、高校、高

専、特別支援学校で、県の女性相談センターが学校に出向きまして、このデートＤＶの出

前講座を行っています。令和３年度末、昨年度末のところでは、県内の学校の６６．７％

で、プログラムを使ってるか使ってないかは別といたしまして、このデートＤＶの予防教

育研修をしていただいているところです。これは当課からの照会に対して回答のなかった

学校は実施していないというふうにカウントして計算した数字でございますけども、回答

いただいた学校の中ではもう少し率が上がって７６％の学校でデートＤＶの予防教育、出

前講座ということをやらさせていただいています。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、佐藤桃子委員の御質問に対して青少年家庭課のほう、続けてお願いいたしま

す。 

○青少年家庭課 宮阪課長 女性相談のことですが、コロナの状況を経て相談件数とか各

事業の利用プロセス、相談状況の分析、そういったものがあれば示してほしいということ

で御質問いただいております。相談件数につきましては、昨年度は前年度に比べて増加し

ておりまして、その中で配偶者暴力に関する相談についても増加をしております。コロナ

との関連性っていうのは不明ではございますけども、コロナ禍で女性が抱える問題が社会

的問題として取り上げられる機会が多くなりましたので、それに加えて相談体制が強化さ

れてきていること、相談窓口の周知などが図られていること、それから、ＤＶ被害者が被

害を認識しやすく相談しやすい環境が進んだために、相談は増えてるのではないかという

ふうに考えております。また、一時保護の件数は前年に比べて減っております。また、貸
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付事業、ステップハウスの利用は昨年度はございませんでした。一つには、こうした最後

のとりでまでにたどり着くまでのところで、関係機関がいろいろ連携して新たな支援策な

ども使いながら、一時保護以外の地域資源を活用することで危険回避をしたり、自立につ

なげるケースが増えてきているのではないかなというふうに見ているところでございます。

以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、最後になります。太田委員さんの質問に対して捜査第一課のほう、よろしく

お願いします。 

○警務課 岩谷室長補佐 民間の支援団体との協力関係ありますかという質問に関してで

すが、性犯罪被害者等の相談に関しては、ワンストップ支援センターたんぽぽと連携し、

性犯罪被害者の相談等に対応しているところであります。民間支援団体のさひめはたんぽ

ぽと協力関係にありますので、性犯罪被害者の相談を受けた場合は、警察は必要な被害者

対応をしているところであります。そのほか、民間の支援団体として、公益社団法人島根

被害者サポートセンターとも連携していますので、今後も引き続き連携を密にし、性犯罪

被害者に配意した対応を行っていきたいと思っております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの回答に対して、いかがだったでしょうか。 

 永江委員さんのほうからお願いいたします。 

○永江委員 男女共同参画の理解促進事業については、大変分かりました。ありがとうご

ざいました。中小・小規模事業者等の出産後の職場復帰促進事業についても分かりました。

ただ、やはりこれからも安心して妊娠、出産ができて、安心して職場復帰ができる体制と

なるように取組を続けていただきたいと思います。ありがとうございました。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 では、続きまして、太田委員さん、いかがでしたでしょうか。 

○太田委員 一番下のものと合わせて２つ質問しておりますけども、どちらもこのお答え

で結構です。ありがとうございました。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、永江委員さん、３つ目の質問ですけれども、いかがだったでしょうか。 

○永江委員 先ほど一緒に言わさせていただきました。 

○横山会長 じゃあ、先ほどお答えいただいたということにします。 
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 次、横山のほうから、デートＤＶについて質問させていただきました。先ほどの回答あ

りがとうございました。結構です。 

 それでは、佐藤委員さん、今日御欠席ですので、ただいまのお答えで一応終えたいと思

いますけれども、この女性問題について、ほかの委員さん方、何かございませんでしょう

か。御意見、御質問等何でも結構ですけれども。 

 それでは、ないようですので、５ページに進めさせていただこうと思います。子供の人

権課題についての御質問であります。 

 佐藤桃子委員さんに対しまして教育指導課のほう、お願いいたします。 

○佐藤参事 教育指導課です。スクールソーシャルワーカーを県内全ての公立学校へ配置

を目指されていますかと、目指していますかという御質問であります。スクールソーシャ

ルワーカーについては、現時点では、全ての公立学校への配置は考えておりません。しか

しながら、スクールソーシャルワーカーも周知も進んできたことから、だんだん学校から

の派遣依頼も増えております。今後、人材確保、育成に取り組んでいきたいというふうに

思っております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、続けて、地域福祉課のほう、お願いいたします。 

○地域福祉Ｇ 三次ＧＬ 地域福祉課でございます。子ども食堂への支援の状況について

の御質問でございますけれども、今、ただいま島根県の社会福祉協議会のほうに委託をし

まして、こちらにコーディネーターを置きまして、子ども食堂の開設、あるいは運営に関

する相談、支援等を行わせていただいております。そのほかの研修会、あるいは情報交換

会などを開催しまして、運営ノウハウの共有などが進んできているところでございます。

また、このほかに活動支援として、新規開設費用等の助成等も行わせていただいておりま

す。全てがこの事業の成果ということではございませんけれども、この子ども食堂の数に

つきましては、令和２年度末１８か所、県内でございましたけども、令和４年１０月末に

は６１か所ということで増加をしてきております。引き続きの取組を進めていきたいと思

っております。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、３つ目、最後の質問に対しても、続けてよろしくお願いします。 

○地域福祉Ｇ 三次ＧＬ 続きまして、ＳＮＳによる支援体制構築事業についてでござい

ますけれども、登録者数につきましては、資料のとおり６７０人ということでございます。
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こちらの事業、ＬＩＮＥを使った事業でございますけれども、県民の皆様により身近なツ

ール、ＬＩＮＥを使いまして、情報発信を目的とした事業になっております。就学支援制

度、自立相談支援制度、あるいは独り親への各種支援、奨学金などですね、支援制度の周

知、あるいは相談先の情報提供を行って、そこにつなぐといったところを目的とさせてい

ただいております。今後も各種相談支援機関と連携しながら、支援体制の充実に努めてい

きたいと思っております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 今日は、佐藤桃子委員は欠席ですので、私、横山のほうで質問させていただきました子

ども食堂の件。今年の新規事業ということで、新聞でも大きく取り上げられておりました。

ぜひさらなる拡充を今後とも期待しております。ありがとうございました。 

 そうしますと、次、障害のある人に関わる人権課題についての質問に移りたいと思いま

す。 

 これは、太田委員さんのほうから出していただいておりますけれども、初めに、特別支

援教育課のほう、よろしくお願いします。 

○特別支援教育課 三代調整監 お願いいたします。委員様のほうから、本資料におきま

してインクルーシブという文言が出てきていないが、本県のインクルーシブ教育について

はどのような方針があるかというお尋ねでしたので、お答えさせていただきます。 

 国のほうから平成２４年、中央教育審議会より、共生社会の形成に向けたインクルーシ

ブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進という報告があり、本県におきまして

も、その対応を進めてまいりました。令和３年には、本県の特別支援教育に係る基本計画

としまして、しまね特別支援魅力化ビジョンを策定しまして、インクルーシブ教育システ

ムの構築を目指して、障害のあるお子さんと障害のないお子さんができる限り共に学ぶこ

とを追求しながら多様な学びの場を整備し、子ども一人一人の教育的ニーズに応じた適切

な指導と必要な支援を充実させていくように取り組んでおります。その中で、具体的には

高等学校におきましても、平成３０年度に制度化されました、通級による指導ほう、本県

のほうも今年度からは、県内公立高等学校全て通級による指導ができるような体制整備も

進んでおります。今後、地域とともに、障害の有無にかかわらず誰もがそれぞれの人格と

個性を尊重し合いながら、多様な人々の在り方を認め合えるような共生社会の形成に向け

て取り組んでいきたいと思っております。教育におきましては、インクルーシブ教育シス

テムの推進について、特別支援教育の在り方における共通の認識が既にあるということで、
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その上で、各障害種特別支援教育等の専門性向上に向けた研修を計画しておりまして、資

料のほうでインクルーシブ教育という文言のほうはございませんが、基礎、ベースにその

言葉はあるということで進めさせていただいております。本課からは以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 続きまして、障がい福祉課のほうお願いいたします。 

○計画推進Ｇ 福井ＧＬ それでは、太田委員さんからいただきました後段のあいサポー

トの研修に関する、その他の課題とのバランス、御質問をいただいているところにつきま

して、障がい福祉課からお答えいたします。 

 複数の事業にわたっておりますので、お答えは２つ書かせていただいておりますが、１

点目、障害を理由とする差別解消の推進の事業とか、それから、障害のある方の地域での

自立を支援する取組において、あいサポートの関係の事業の計画を書かせていただいてお

ります。障害理解を進めて地域共生を目指していくという取組につきましては、３点ほど

書いておりますけども、いずれにしても幅広い県民運動として、関係機関、いろんな分野

をまたいで進めていく必要があると考えておりますので、共通する取組として、研修、そ

の他の項目を幾つか複数書かせていただいておりますので、従来からこの取組を続けて、

着実に今後も進めていくということで書かせていただいておりますので、御理解いただけ

たらと思います。 

 それから、２点目に書いておりますけれども、同じく複数の分野、それから、虐待防止

の対策等について共通して書かせていただいておりますが、障害分野におきましては、各

項目の取組がそれぞれほかの項目と相互に関連がある共通的な取組が多いところでござい

ますので、項目ごと多少のばらつきはありますけれども、いずれも施策を進めるために重

要な取組というふうに考えております。複数の項目に記載しておりますけども、御理解い

ただければと思います。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、最後に、スポーツ振興課、よろしくお願いします。 

○環境生活総務課 原課長 直接インクルーシブ教育という点とは、ちょっと若干違うか

もしれませんが、スポーツ振興の点からちょっとお答えさせていただきます。 

 障害のある方を対象にしました障がい者スポーツ大会っていうのは、県内各地で開催さ

せていただいておりますけれども、障害の有無や年齢にかかわらず誰でも楽しむことので

きるスポーツイベントの開催と、誰もがスポーツの普及、振興を行っていけるようにして
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おります。以上でございます。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 太田委員さんのほうで、今お聞きになっていかがだったでしょうか。 

○太田委員 ありがとうございました。１つだけ個人的な感想ですが、あいサポートの件

について申し上げますと、私自身の近未来といいますか、そういうことも含めて、見えな

い障害というものについて、もう少しいろんな場面で広めていく必要があるんじゃないか

なというふうに思っています、町の中の暮らしで。そういうことをちょっと感じましたの

で、付け加えておきます。よろしくお願いします。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、急ぐようですけれども、次の６ページのほうに移りたいと思います。 

 同和問題について、永江委員さんから質問が出ております。人権同和対策課のほう、よ

ろしくお願いします。 

○人権同和対策課 島田課長 施設整備につきましては、補助金の活用実績から申します

と、こちらの回答に書いたとおりでございますけれども、今後、一回整備したものが老朽

化したものに対する改修でありますとかバリアフリー化ですとか、そういったことは当然

出てくると見込んでおりまして、実際、今、そういうことを検討しておられる市町さんが

あるというふうに情報は持っております。以上でございます。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 永江委員さん、いかがでしょうか。 

○永江委員 よろしいです。 

○横山会長 ありがとうございます。 

 それでは、６番、外国人に係る人権課題についてということで、２つ質問が出ておりま

す。 

 平田委員さんの質問に対して雇用政策課のほう、よろしくお願いいたします。 

○労働福祉Ｇ 長谷川ＧＬ 雇用政策課でございます。平田委員からいただいております、

外国人材の雇用を始めるに当たっての学習義務や制限等というところでございます。 

 受入れ企業においては、技能実習制度等、事前に過去３年以内に技能実習の実施に関す

る責任者の講習を終了した常勤の職員を配置というのが義務となっております。また、そ

の次の特定技能制度においては、受入れ機関である企業において、受入れ体制の基準を満

たしていなければ、外国人材を受け入れることはできないこととなっております。そのほ
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か日本人の方と同様に、労働関係法令を遵守して受け入れていただかなければならないと

いうことになっております。以上でございます。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、２番目の質問に対して文化国際課のほう、よろしくお願いします。 

○文化国際課 伊藤調整監 文化国際課でございます。太田委員様から御質問をいただき

まして、回答させていただきます。三者通話システムの市町村における活用状況ですが、

島根県が公益財団法人しまね国際センターに令和元年度から委託設置をしております、外

国人住民向け多言語相談窓口の市町村の活用状況ですけれども、三者通話システムの利用

を含めまして、令和元年度が４０人、令和２年度が５５人、令和３年度が７０人となって

おります。以上でございます。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの回答に対しまして、質問された委員さん、平田委員さんはいかが

でしょうか。 

○平田委員 ありがとうございました。確かにいろんなルールというか、外国人材の導入

に関していろんな管理組合とかいろんなところで、ルールはできているんですが、現実、

ちょっと今日、後ほど提案というか質問というか、もありますが、それがなかなか行き届

いてない、いや、ちゃんとできているところはきちんとできているけれども、そうでない

ところがたくさんあるということもあるので、そこら辺、まだまだこれから徹底していた

だきたいなということがあります。特に人材不足ということで、外国人材をどんどん入れ

たいというところがたくさん出てきています。そのところをしっかりやっていただきたい

なと思います。 

 それと、外国人材じゃなくて、外国の部門に関して、ちょっとプラスして意見いいでし

ょうか。 

○横山会長 そうですか。じゃあ、どうぞ。 

○平田委員 これは、教育庁のほうに関する質問というか。ちょっと先ほども最初のとこ

ろで申し上げましたが、外国のルーツの子供たちが増えているというか、実際出雲市とか

増えていますし、私たちの大田市のほうでもブラジルの子供たちっていうことで、今まで

の子供たちとはまたちょっと家庭環境が違ってきたりしているんですが、そういう状況に

おいて、ある日突然うちの学校に外国の子供が入ってきたらっていうことがあったときの

対応に関して、教育庁でも年間２回研修は行われて、来月も９日の日に研修会があるんで



－26－ 

すが、まだまだ研修が届いていないという、じゃないかなという感じもありますし、それ

から、一つは提案として、先生方もお忙しいかもしれないけれども、こういうことに関し

て、外国人の子供に対する研修部会みたいなのつくっていただいて、常日頃研修をして、

いつでも受入れがちゃんとできるよっていう体制を整えていただけるっていうこと。それ

と、子供とともに保護者のほうの知識も、大田市でも太田さんをはじめ、いろいろな学校

で外国人の子供たち、また、その家庭に関しての研修会はいろいろ回ってされているので

すが、実際それが十分に生かされてるかというと、その辺がないので、県内各市町村、実

際にどれだけ外国ルーツの子供、その家庭があるかっていうのを十分には分かりませんが、

今後、外国人材が増える可能性はあります。高度人材とかも家族帯同で入ってくることも

あります。そういうこともあるので、そういう準備を教育庁として取り組んでいただきた

いなと思います。すみません、時間を取りまして。お願いいたします。 

○横山会長 内容的に教育指導課さん、おいでなれば、幾らかお話しいただけますか。 

○佐藤参事 これについても、改めて研修の中で、実態とか現状も踏まえながら、法律等

も含めながら、研修のほうの充実を図ってまいりたいと思っております。 

○横山会長 どうかよろしくお願いいたします。 

○平田委員 よろしくお願いします。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、太田委員さん、先ほどの回答に対していかがでしょうか。 

○太田委員 これで結構です。 

○横山会長 よろしいですか。ありがとうございました。 

 それでは、７番、患者及び感染者等についての話に進めてまいりたいと思います。 

 これについては、太田委員さんから質問が出ております。健康推進課のほう、よろしく

お願いします。 

○疾病療養支援Ｇ 福田ＧＬ では、健康推進課から御回答いたします。太田委員から２

点御質問いただいております。１点目が、いわゆる家族補償金。島根県に係る申請件数、

認定件数幾らなのかという御質問なんですけれども、ハンセン病の元患者さん御本人に対

する補償金っていうのは以前ございました。令和元年に、いや、御家族の方に対しても金

銭補償すべきでないかという話になりまして法律が制定され、５年間、補償金の請求がで

きるということになっております。申請から補償金支給に至るまで事務は一切国が行うん

ですが、県ではホームページですとか新聞広告で周知活動というのを行っております。そ
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れと、健康推進課の中にもフリーダイヤルを設けて相談窓口としておるということがある

わけですが、すみません、実績としては、これまで健康推進課のフリーダイヤルでは承っ

た御相談はありません。それと、申請件数、認定件数なんですけれど、太田委員が書いて

いらっしゃいますように、国では、請求受付、それから、認定件数ですとか公表しており

ます。ただ、これはどうしても、こういう方がどこに何人いらっしゃいますよということ

を国としても公にするわけにいきませんので、国全体として申請件数が何人、何件です、

認定件数が何件ですというのをホームページ等で公表しておられる。県別の数字というの

は公にはしておられないという状況でございます。 

 そして、２点目なんですけれども、小学校の高学年を対象とした副読本ですが、各委員

のお手元に配付してあると思いますのでよろしくお願いいたします。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 太田委員さん、何かありますでしょうか。どうぞ。 

○太田委員 ありがとうございました。これ関しては、後ほど、資料４での意見のところ

でまとめてお願いしたいと思います。 

○横山会長 それじゃあ、そこでまとめて協議したいと思っております。 

 それでは、７ページのほうに移ります。性的指向、性自認等（ＬＧＢＴ等）についての

話に進みたいと思います。 

 初めに、太田委員さんのほうからの御質問に対して、人権同和対策課のほう、よろしく

お願いいたします。 

○人権啓発推進センター 高田センター長 ハンドブックについて、学校現場の教職員に

も配付されるかという御質問ですが、教職員向けには、人権同和教育課で性の多様性が認

められる学校づくりという資料が作成、配付されております。今回のハンドブックは、行

政職員向けとして作成中でございまして、まだ、現在作成中という段階でございます。以

上になります。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、２番目の、佐藤委員に対する御回答です。人権同和教育課のほう、よろしく

お願いします。 

○人権同和教育課 石原課長  当事者の児童生徒が安心して学校生活を送れるようにす

るためには、当事者の児童生徒の思いや悩み願いを受け止めて、学校体制、あるいは環境

をつくっていくことが大切であって、それを進めていくためにも、周りの児童生徒の性的
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マイノリティーに対する正しい理解であったりとか、あるいは当事者である児童生徒の受

け止める、そういった集団づくり、つまり、委員のほうから指摘のあります生徒の理解教

育、そういったものは非常に大事である、重要であるというふうに認識しております。た

だ、その前提としまして、やはり教職員の理解や認識、そういったものが根底、非常に重

要であると考えておりますので、引き続き、出前講座でも行っております性の多様性が認

められる学校づくりであるとか、そういったものをきちんとまた推進していきたいと思っ

ておりますし、昨年度作成しましたリーフレット、これを将来的には、段階的ですけれど

も、全ての教職員に配付できるような体制づくりを今進めております。また、施策として

の取組でございますけれども、現段階のところでは計画はしておりませんけれども、実践

モデル校において、各学校の実情に応じた人権課題について取組を進めてもらっています

けれども、来年度の実践モデル校のところが、性の多様性が認められる学校づくりを主題

とした取組を進めていきたいというふうにも伺っておりますので、そういったものをまた

人権主任研修等で広く広めていきたいと思っております。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、３つ目の質問です。 

 太田委員さんの質問に対して人権同和対策課のほう、よろしくお願いします。 

○人権啓発推進センター 高田センター長 パートナーシップ制度についての御質問です。

本県では、現在、導入自治体、他県の状況ですね、導入自治体の状況を調査し、導入につ

いて検討をしているところでございます。また、県内市町村での導入につきましては、特

に情報は把握しておりません。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 以上、回答がありましたですけれども、これに対して、太田委員さん、いかがでしょう

か。 

○太田委員 結構です。 

○横山会長 よろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは、佐藤委員さんのほうから。 

○佐藤（文）委員 これ、別紙１の説明も併せてでいいですか。 

○横山会長 それじゃあ、併せて。 

○佐藤（文）委員 いいですか。 

○横山会長 資料も出ておるようですので、ご説明ください。 
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○佐藤（文）委員 その前に、再質問をお願いします。出前講座ですけれども、性の多様

性に係る出前講座については、例えば今年度、それから、昨年度、どの程度回数されたか

ということと、その際、例えば児童生徒への理解教育をどういうふうに進めているかと聞

かれたときに、どんな回答をされているか、また、どんな資料を使われているのか教えて

いただけますか。 

○人権同和教育課 石原課長 性の多様性の出前講座、これ、要請訪問も含めてですけれ

ども、令和３年度では全部で１８件、１８校行っております。また、今年度、９月２８日

現在、９月末のところですけれども、１０件、１０校のほうで行っております。基本的に

は、本課の指導主事のほうが出向いていって、性の多様性を認める学校づくりのリーフレ

ットを中心に取組を行っておりますし、その中で各学校で取り組むことができる、すぐ取

り組むことができる、あるいはじっくり取り組んでいく、そういうワークを取り入れなが

ら教職員の意識、あるいは学校での取組の改善のほうに図っていってもらう、そういうふ

うな取組をさせてもらっております。 

○佐藤（文）委員 指導事例とかってそういうのは求められてないということですか。 

○人権同和教育課 石原課長 はい、指導事例等は。 

○佐藤（文）委員 分かりました。私、このたびこの回答を見させてもらって、非常に残

念に思いました。私がここにいる意味はあるのかっていうふうに思ったぐらいです。無力

感を感じてます。ここに回答されている、児童生徒への理解教育はとても大切であると認

識しているならば、なぜ施策や事業を打って出ないのか。ちょっと理解ができないなとい

うふうに思います。私は、この委員就任以来、基本方針の改定のときから一貫して幼児、

児童生徒への理解教育は必要だと思いますということをずっと言い続けてきています。人

権同和教育課まで出向いていって説明もさせてもらいました。だけども、ここに書いてあ

るように、まずは教員への理解、適切な学校の対応が必要だと、それから５年たちました。

このスピード感のなさは何だろうかと。非常に疑問に思っています。私は、もう少なくと

も、県教委が率先して指導事例を、求めている学校はたくさんありますので、示して、そ

して、こんな指導してみませんかということを言うべきじゃないかと思うんですよ。研修

会も、性の多様性について特化なかなかできないかもしれないけども、そういった研修会

をしっかりやって、非常に悩んでる子供たちがいるから先生方頑張りましょうよと、そう

いうことを言ってあげる必要があるんだと思うんですよ。今、出前講座、案外少ないなと

思いました。私のほうがたくさん出向いていってます。それだけニーズがあると思うんで
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すよ。鳥取県は、御存じだと思いますけども、非常にいい冊子を出して全ての学校に配っ

ています。指導事例も本当に豊富です。そういうことをなぜできないのか、５年間言い続

けてきてるのになぜ分かってもらえないのかというとこが、私はちょっと残念に思います。 

 それでも、今日は最後だと思って、資料作ってきました。別紙１を見てください。私は

いろんな小学校や中学校へ出かけていって授業をしています。その際、アンケートを取る

んですね。その中のアンケート項目の一つに、あなたは自分の体の性に違和感を抱いたこ

とがありますかの問いを入れています。ここに、アのところ見てもらうと、Ａ中学校、Ｂ

中学校、Ｃ中学校ありますけども、違和感を抱いたことがあると答えた生徒、そして、な

い、分からないというふうに、３つの選択肢を書くんですけども、それぞれ６人、１５人、

１６人という数値でした。だから、ＬＧＢＴの割合が１割、１０％と言われてる中、少な

いなというふうに思っていました。 

 だけど、分からないというふうに答えた生徒の中に、授業後の感想にですね、ウのとこ

ですけども、なぜ分からないと答えたのかということで、こんなことを書いた生徒がいま

した。私はアンケートの自分の性に違和感を感じたことはありますかの欄に分からないと

書きました。それは、私自身女の子を好きだと感じたことがあるからです。ずっと伸ばし

ていた髪をショートカットにしたときも何だかしっくりきたことを覚えています。でも、

自分のことは女だと思います。いや、どちらでもあると思っています。このことは友達に

は言えません。と言いながら、自分の名前を書いて私に提出してくれました。だから、分

からないと答えた生徒の中にも、こんな気持ち、本当に真剣に考えて分からないと回答し

た子供、生徒もいるんだなということが分かりました。 

 エの数字を見てください。Ａ中学校に、今年度も、子供たちはもう全部入れ替わってる

んですけども、授業をしに行きました。そして、アンケートを取りました。全校人数はそ

う変わっていません。平成３０年度のときには、抱いたことがあると答えた生徒が６人だ

ったのに対して、令和４年度は１９人になっていました。この違いは何なのかと考えたと

きに、Ａ中学校区では全ての小学校で理解教育をしていたわけです、性の多様性について。

ですので、そういった開かれた心っていうかな、そういったことは耕しができている状況

があるんじゃないかなというふうに思ったところです。 

 裏面を見てください。これは読み上げません。性の多様性についての学習後の生徒の感

想です。授業後には本当赤裸々な感想を書いてくれます。その中で、性自認に対する悩み

を書く子、そして、友達からのカミングアウトされて悩んでいる子、誹謗中傷の面、それ
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からこれからの生活・社会について問題提起している子。非常に、やっぱりこういった学

習をすることによって子供たちは心が開かれていく、そして、自分を表現することができ

ていくんじゃないかなというふうに思います。ちょっと最後の四角で囲ったところに、ち

ょっとパワーポイントを貼り付けたのがあるんですけども、当事者の苦しみって書いてあ

るんですけど、これは中塚幹也先生といって、岡山大学のジェンダークリニックの先生な

んですけども、性同一性障害１，１６７人への聞き取りで、１，１６７人のうち約６割が

自殺を考えた。それから、自傷行為・自殺未遂を行ったのが約３割、不登校になったとい

う経験のある人が約３割という数字を上げておられました。こういう状況が島根県にもあ

るんじゃないかと、不登校が多いということの中にもそういったことがあるんじゃないか

なというふうに私は思っています。 

 まとめてますけども、感想から、性的マイノリティーで悩んでいる生徒がいること、キ

モいなどの誹謗中傷も見受けられることがうかがえる。それから、性の多様性についての

学習により、新たな気づきや意見があり、誰もが自分らしく生きることができる社会に目

を向けた生徒が多くいた。 

 そして、私自身この性の多様性についての学習を行ってよかったと思うことを上げてい

ます。ＳＯＧＩについて正しい情報を伝えることができたと。これは子供たちに伝えなく

ては何にもならないと思います。それから、いつでも相談してねというメッセージを送る

ことができたということ。それから、いじめ、誹謗中傷を防止することにつながったとい

うこと。自尊感情を高めることにつながったということ。学校全体が温かい雰囲気になっ

たというふうに校長先生からお聞きしました。それから、ちょっと大げさなようだけども、

この性の多様性についての学習というのは、今、社会情勢から非常に求められていると思

うんですよ。この教育をしていくことは、子供たちの命を守ることにつながっていくんじ

ゃないかなというふうに私は確信しています。 

 大きな紙に印刷してもらってありがとうございました。これは、大東中学校区の指導計

画です。 

○横山会長 すみません。あと１分ぐらいでお願いいたします。 

○佐藤（文）委員 もう終わります。大東中学校では、４つの小学校から進学していくん

だけれども、共通したことをしっかりと連携して指導していって、それで、中学校に上げ

ようと。中学校はそれを受けて中学校なりに発展させていこうという試みで、これは養護

教諭さんが中心となってつくったものです。何かそういった取組を全県にちょっと広げて
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いくと、島根県の教育っていうのはまた違ってくるんじゃないかなというふうに思ってい

ます。前向きに検討をお願いしたいと思います。 

○横山会長 ありがとうございました。子供たちに何としても伝えたいというふうな熱い

思いで実践もなさってこられたと思います。どうかまた当局のほうも、そこ辺りの熱い気

持ちを受け止めていただきまして、何らかのまたアクションが起きるといいなということ

を感じました。ありがとうございました。 

 それでは、１１番、インターネットによる人権被害について人権同和対策課のほう、よ

ろしくお願いします。 

○人権同和対策課 島田課長 体制の強化、外部の人材活用については、こちらに、回答

のほうに記載したとおりなんですけれども、当面は市町村職員さん、隣保館職員さん、そ

れから大学生などに、一緒になってモニタリングしていただくように要請するということ

で今は進めておるというのが実態でございます。以上でございます。 

○横山会長 ありがとうございます。 

 万代委員さん、いかがでしょうか。 

○万代委員 すみません、ちょっと一言だけお願いします。 

○横山会長 どうぞ。 

○万代委員 ちょっと私も質問の仕方が悪かったなと思って申し訳ないと思うんですが、

回答は結構です、この方向性は。私の質問の意図が、決して中国といいますか、中華人民

共和国のチェック体制のように、言葉を狩ってやりなさいということを指向した質問では

ないということだけちょっと御理解いただきたい。むしろ困っている人をたらい回しにし

ないというか、それに寄り添うためにはちょっとどうするかっていう。もちろん適度なチ

ェックは必要だと思いますが、ちょっとそこを特化してがんじがらめにすべきだというこ

との考えで質問をしてないということだけ、ちょっとお含みおきいただければ結構です。

すみません。 

○横山会長 ありがとうございます。時間があればもっとお話ができると思いますけど、

申し訳ありません。 

 それでは、ここまでで質問に対する回答の時間を終えたいと思います。 

 本当はここで大体２時３０分ぐらいの予定だったんですけれども、今はもう３時を回っ

ております。大変私の進め方がまずくて申し訳ありません。 

 それでは、資料４のほうに移りたいと思います。ここからは、各委員のほうから意見を
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出していただいております、その意見に対しての回答ということで進めたいんですけれど

も、もしも御意見がほかの委員さんのほうからあれば、ぜひ積極的に今のことについては

っていうことで意見を重ねていっていただくとありがたいなと思っております。あと２０

分ということになりましたけれども、どうかよろしくお願いいたします。 

 それでは、１ページの上の部分ですけれども、これにつきましては、全体に対する御意

見ということで受け止めましたが、私の最初の挨拶の中で触れさせていただきました。 

 太田委員さん、よろしいですね。 

○太田委員 はい。 

○横山会長 ありがとうございます。 

 それでは、人権教育につきまして御意見を２ついただいております。まず、それでは、

総務課のほうからよろしくお願いします。 

○総務課 矢野課長代理 総務部総務課でございます。太田委員さんからの御意見という

ことですけれども、Ａ４の資料１でございます。その３ページのところに、高等教育機関

等、県立大学・短期大学における人権教育の推進、３番目のところに、令和３年度実施状

況、前年度までの成果・目標、一番右側に令和４年度の実施計画という欄がございます。

そこの島根県立大学浜田キャンパスのところの記載ですね、新入生を対象に人権に関する

研修を実施（テーマ、性同一性障害、キャンパスハラスメント）というこの言葉を使って

作らせていただきました。これに対して御意見をいただきまして、性同一性障害という言

葉についていかがかという御意見ですが、この御意見のとおりでございまして、近年の性

の多様化が進むにつれ性別違和という名称に変更されていることから、今後は適切な用語

の使用に努めてまいります。実際の研修においては、４月１日、新入生を対象に浜田キャ

ンパスで行われたときには、一人一人が大切にされる学園生活に向けてキャンパスハラス

メントの防止というテーマで研修を実施しております。性同一性障害という言葉は使用せ

ずに、性的指向、性自認という用語を使用して行っております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、２番目の質問です。人権同和教育課のほう、お願いいたします。 

○人権同和教育課 石原課長 ハンセン病につきましては、令和２年度から今年度、３か

年かけて、全ての学校のほうで職員研修を行ってもらうようお願いをしてきました。また、

リーフレットの作成、啓発資料の作成等につきましては、ちょっとまた来年度、今年度ど

の資料を作成するか、ちょっと今検討段階に入っておりますので、ハンセン病につきまし
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ても重要課題と捉えておりますので、それも踏まえてまた検討を進めていきたいと思って

おります。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 太田委員さん、２つの回答がありましたけれども、いかがでしょうか。 

○太田委員 １番目についてはこれで結構です。２番目についてはまた後で、次のページ

でちょっと出しますので、３時半までにそれが間に合えばですが、今言っておきたいなと

いう気持ちもあるのはあるんですけども。 

○横山会長 お話しください。 

○太田委員 よろしいですか。 

○横山会長 はい。 

○太田委員 それでは、ハンセン病問題に関する啓発資料作成についてということを着手

していただきたいということ。まだですか。これ、まだ、説明いただいてないですね。

（発言する者あり）もういただいたですね。すみません。とんちんかんなこと言いまして、

すみません。 

 今日、当日資料ということで、一人一人を大切にという資料をお配りいただいてます。

この資料の１６ページになるんですが、７番、患者及び感染者等というページについてで

すが、ここをキーにしてちょっと私の申し上げたいことをいろいろお伝えしたいと思いま

す。 

 まず、今のハンセン病、先ほど話の出ましたハンセン病家族訴訟を受けて、国が体制を

変えたことについて、今、患者及び感染者等というこの資料の、これ、ハンセン病問題に

ついては特化した学習資料や啓発資料を作っていただきたいっていうことなんですよ。と

いうのは、例えば大阪府の用語を借りると、ハンセン病問題の施策は償いの施策であると、

そういう態度です。国がこれまでやってきた強制隔離、無癩県運動、そういう政策によっ

てつくられた差別を、これ、どのように回復していくか、あるいは被害当事者を補償して

いくかということを考えると、これはもう特化していかなければならないということで、

今、これも厚労省等と継続して協議中なんですけれども、ぜひ次回の改定では、これ、７

番、患者及び感染者等を、ハンセン病被害に関して特化したページを作っていただきたい

と思っています。あわせて、何度も言うようですが、島根県はですね、今日、手帳を持っ

てきました。島根県民手帳という手帳を昨日買ったんですけども、島根県は４年前にやっ

たアンケートに答えて、こういうことをやりますということをお答えいただいたんですけ
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ども、癩予防法による被害者の名誉回復及び追悼の意というのが、６月２２日なんですけ

れども、当初なかった記述がちゃんとカレンダーに書かれました。こういうふうに島根県

は、各課をまたいだ取組がちゃんと展開されてるなというところが非常にあるんですよ。

そういうところでありながら、残念ながら、いま一つ、もう一歩という感じがするんです

けれども、これはハンセン病問題に関しては、健康福祉部だけではなくて、やはり人権同

和教育課、教育のジャンルと一緒になって横断的にやってほしいということが一番です。

これが一番お願いしたいことです。そのことが随分取組を遅らせているといいますか、そ

ういう感じがしています。あまり細々とは申し上げませんけども、とにかく何とか教育の

ジャンルと一緒になって啓発を進めていただきたいと思います。もう、あんまり時間を取

り過ぎても、言いたいことはまだまだたくさんあるんですけれども、そこだけをお願いし

ておきたいと思います。そして、講師に呼ぶについても、あるいは資料作成についても、

実は随分誤りがあります。厚生労働省自身が誤りをそのまま伝えているがために、全国的

に都道府県や市町村での啓発資料が誤ったまま流れています。そういう辺りをぜひ島根か

ら改めていくような形で、国の指示を待っていたり国の事例を待っていると全く前へ進み

ませんので、ぜひ県のほうで積極的に取り組んでいただきたいなと思います。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。もっと時間があればと思いますけど、申し訳あり

ません。 

 それでは、２ページのほうに移ります。実は、太田委員さんのほうからたくさんの御意

見を頂戴しております。２ページでもたくさんございますけど、もう時間が残り１０分し

かないということの中で、ぜひ紙面で御理解いただける部分と、それから、ぜひこれにつ

いてはここで意見交換をしたいというふうなところで、幾らか太田委員さんのほうで、こ

の３番のところは、これについては説明を求められるところはどこでございましょうか。 

○太田委員 そうですね、どれを軽重つけてということは言えませんけれども。 

○横山会長 申し訳ありません。 

○太田委員 先ほどもちょっと、もう既に申し上げたことも書いておりますので、講師を

招くことについても、やはり、いわゆる被害当事者の方を呼べばそれで済むわけでもない

し、資料を読んだからそれでいいというわけでもありませんので、そこはやはりきちんと

取組をしていただきたいなというふうに思います。もう、後は、ここに書いたとおりです

ので、すみません。 

○横山会長 申し訳ありません。時間があれば、一つ一つ触れたいところでありますけれ
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ども、次に、３番は、今のところで終えたいと思います。 

 Ⅱの１、女性のところでは、佐藤委員さんから質問をいただいております。女性活躍推

進課のほう、お願いいたします。 

○女性活躍推進課 村松課長 就労支援での託児サービスについて御意見をいただいてお

ります。託児サービスについては、令和２年度まで実施しておりました。昨年度はコロナ

感染の拡大防止等ありまして利用実績はございませんでしたが、今年度はまた再開してお

ります。夏に開催しました研修において、託児サービスのほうも用意して取り組んでいる

ところです。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 佐藤委員欠席ですので、次に進みたいと思います。 

 ３ページのところ、子どものところですが、永江委員さんと太田委員さんから質問が出

ております。一番上の教育指導課さんのほう、よろしくお願いします。 

○佐藤参事 失礼します。教育指導課です。いじめ問題への継続強化対策、そして、不登

校やひきこもり等に対しての関係機関との連携の充実というような御意見であるというふ

うに認識しています。生徒指導主事研修等において、しっかり働きかけていきたいという

ふうに思いますし、必要に応じてスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーと

連携して、また、様々な関係機関と連携しながら、早期発見、早期対応に努めていきたい

というふうに思っております。以上です。 

○横山会長 じゃあ、続きまして、２つ目の質問にもよろしくお願いします。 

○佐藤参事 続きまして、ＳＮＳによる支援体制というようなところで、教育委員会のほ

うでもＳＮＳによるＬＩＮＥを使って相談窓口を設けております。中学校、高校生対象で

す。そのように、電話相談、来所相談、そして、ＳＮＳ相談含めて、しっかりと相談窓口

を設けていきたいというふうに思っております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、太田委員さんから２つ質問が出ております。続けて、教育指導課、よろしく

お願いいたします。ごめんなさい。 

 よろしいですか。 

○佐藤参事 連絡調整員の配置事業についての御意見であります。引き続き、連絡調整員

の配置、これを継続して、そして、取組を推進していきたいというふうに考えております。

以上です。 
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○横山会長 それでは、一番下の質問です。青少年家庭課のほう、よろしくお願いします。 

○青少年家庭課 宮阪課長 記載のとおりですけれども、２つ目の保健師について、今年

度、県内４か所の全ての児童相談所の保健師を正規職員で配置したというところが昨年度

と変わっております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 永江委員さん、太田委員さん、お気づきのことがあってお話しなることがあれば、どう

ぞ。永江委員さん、いかがですか。 

○永江委員 一言ほど。不登校とかひきこもり問題については、地域保健分野でも本当に

様々な問題、課題抱えておりますので、教育分野、地域保健分野、福祉分野と、ぜひ課題

の共有、対策の共同実施ということを、まずは担当者レベルでの連携活動から進めていた

だけたらと思います。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 太田委員さんはいかがですか。 

○太田委員 結構です。 

○横山会長 よろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは、大変急ぎ足で申し訳ありません。４ページのほうに移らせていただきます。 

 同和問題につきまして、太田委員さんのほうから広く御意見をいただいております。人

権同和教育課さんのほう、お願いいたします。 

○人権同和教育課 石原課長 同和問題につきましても、引き続きしっかりと取組を、こ

れを進めてまいります。 

○横山会長 対策課のほうはいかがでしょうか。 

○人権啓発推進センター 高田センター長 対策課、こちらに記載しております各種講座

において、同和問題の歴史、現状、課題などなど、講義や演習を実施しております。 

○横山会長 ありがとうございます。 

 中小企業課さん、どうでしょうか。 

○団体Ｇ 狩野ＧＬ 中小企業課、起業家スクール、中小企業の経営革新支援と事業継続

力強化アドバイザー派遣事業というところで３つの事業なんですけれども、いずれも事業

者、中小企業者の経済的水準の向上につながるような支援を行っております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 農畜産課のほう、御回答いかがですか。 
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○団体検査室 加藤室長 農畜産課はちょっと欠席しておりますので、主管課であります

農林水産総務課からお答えいたします。 

 この事業につきましては、経営の零細な農家が多く占める地域を中心に、指導、助言等

をしまして、経営規模の拡大、担い手の確保を図るということで毎年活動をさせていただ

いております。以上でございます。 

○横山会長 それでは、組織犯罪対策課、よろしくお願いします。 

○警務課 岩谷室長補佐 ここに記載されてますとおり、研修会等を実施しているところ

であります。今後も島根県暴力追放県民センターをはじめとした関連機関との情報共有等

を図りながら、各種被害防止に努めていくところであります。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、人権同和対策課のほう、お願いいたします。 

○人権同和対策課 島田課長 えせ同和行為につきましても、引き続き注意喚起、情報共

有を図っていくところでございます。以上でございます。 

○横山会長 この項目の最後の質問になります。中小企業課さん、お願いいたします。 

○団体Ｇ 狩野ＧＬ 中小企業課です。先ほどお答えしたものと、起業家スクール、同じ

内容になります。以上です。 

○横山会長 承知いたしました。ありがとうございます。 

 太田委員さん、駆け足で大変申し訳ありませんでした。何かコメントがあればお願いい

たします。 

○太田委員 同和問題とどのように具体的につながった事業なのかということをお尋ねし

たかったんですけども、もう時間がないので、これはパスしてください。 

○横山会長 ありがとうございます。 

 それでは、その下、外国人の人権に関わる御意見でございますが、雇用政策課のほう、

いかがでしょうか。 

〇労働福祉Ｇ 長谷川ＧＬ 雇用政策課です。多文化共生の企業連絡会議等々というとこ

ろです。こちらに記載のとおり、多文化共生は、自治体、住民、企業が地域全体でまず進

めていくことが重要であると思っております。現在でも、しまね国際センターさん、市町

村さん等で地域に根差した多文化共生イベント等を実施されております。また、記載のと

おり技能実習制度についても、きちんと対応した企業には優遇制度もございます。県とし

ましては、引き続き、セミナーなどを通じて企業の理解促進を図ってまいりたいと思いま
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す。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 太田委員さん、よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 それでは、続きまして、５ページの患者及び感染者等のところに移りたいと思います。

これについて、太田委員さんから御意見が出ております。健康推進課のほう、よろしくお

願いします。 

○疾病療養支援Ｇ 福田ＧＬ 太田委員から御意見頂戴しております。合計で、恐らく４

点の御意見を頂戴してると思うんですけれども、上から順番に行きますと、まず、１点目

ですが、表記、「ハンセン病に関する」ではなくて「ハンセン病問題に関する」というこ

とですが、恐らく事業名に書いてあるハンセン病に関する普及啓発事業、これのことをお

っしゃっているんだろうと理解しております。この言葉につきましては、人権施策推進基

本方針という基になっている計画の中で使っている言葉、施策体系の言葉との関連がござ

いますので、整合性がございますので、すみません、基本方針の次期改定に合わせての検

討をさせていただきたいと思います。 

 そして、２つ目ですが、相談窓口の強化、そして、人権担当部署との連携ということで

ございますけれども、昨年も御報告しましたとおり、ハンセン病問題、健康福祉部では健

康推進課、それから、島根県藤楓協会と連携して様々な事業行っておりますと。そして、

人権同和教育課との間で、今日お配りしましたパンフレットですね、小学生向けのパンフ

レット、よりよいものにしていくための事務レベルでの相談協議というのを始めておりま

す。そして、人権啓発推進センターさんでも機会を設けて県民向けの理解促進に取り組ん

でおられると。こういった格好で部局間の連携というのをやっておるという状況でござい

ます。 

 そして、３点目なんですけれども、３点目はふれあい福祉協会のふれあい相談員のお話

でございますが、東京に社会福祉法人ふれあい福祉協会っていうのがございまして、そこ

でふれあい相談員というのを制度をつくっておられます。聞きましたら、確かに島根県に

は１名しかいらっしゃらないようです。これ、社会福祉法人の事業でございまして、今後、

必要があれば島根県であるとか島根県社会福祉士会であるとかにアプローチがあるものと

思っております。 

 そして、４点目ですが、市町村の相談窓口の強化ということで、大田市の事例を御紹介
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いただいておりますけれども、県もなんですけど、市町村も限られた人員体制の中で様々

な行政課題に対応しなくてはいけないということがありまして、特定の課題に特化して窓

口体制を強化していくということが本当に可能なのかどうか。これは、大田市の取組事例

というのがテレビですとか新聞で紹介されていますので、各市町村で御判断されていくも

のというふうに思っております。以上です。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 ハンセン病問題いうことで、太田委員さん、いかがでしょうか。 

○太田委員 それでは、一言だけお願いします。資料の中に、情報提供の別紙２として、

大田市の人権推進課の相談窓口の写真を提出させていただきました。貼り紙１枚からのス

タートということで、実際に大田市では体制が十分整わない中で、貼り紙１枚からスター

トされました。このことは全国的に注目されています。家族訴訟等の弁護団のほうでも、

これは画期的なことであるというふうに評価はいただいてるんですが、先ほど担当者の方

がお答えになりましたけども、もう一度言いますけども、ハンセン病の補償金等に関して

は、あくまでもハンセン病問題については償いの施策なんです。そういう意味で、何とか

もう少し、もう一歩進めていただきたいと思います。もう一度言いますけども、島根は注

目されていますから、島根から全国に影響を及ぼしていくということもできることですの

で、ぜひお願いしたいと思います。以上です。 

○横山会長 分かりました。 

 それでは、８番、刑を終えて出所した人等への人権問題に関する御意見です。 

 それでは、地域福祉課のほう、お願いいたします。 

○地域福祉Ｇ 三次ＧＬ 再犯防止に関しましての社会への意識啓発、あるいは行政関係

者への十分な情報共有といったところでございますけれども、県の広報媒体、テレビ、新

聞、ＳＮＳ等を通じまして、広報啓発活動を引き続き実施をしてまいります。また、市町

村の担当者につきましては、会議等の折に情報共有を図ってまいります。以上でございま

す。 

○横山会長 太田委員さん、よろしいですか。 

○太田委員 ここに書きましたけども、累犯障害者ということで、私も個人的に対応、ま

だ学校に勤務していた時代に対応に非常に苦労したことがありまして、なかなか行政の対

応としては隙間ができていくんですよね。そこを民間で埋めるというような実態がありま

したので、この累犯障害者については、障害者の問題のところで申し上げるべきだったか
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もしれませんけども、ぜひまた今後も取組をお願いしたいと思います。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 それでは、６ページのほうに移りたいと思います。性的指向、性自認等ということで、

河野委員さんから、今日御欠席ですけれども、質問が出ております。人権同和対策課のほ

う、お願いいたします。 

○人権啓発推進センター 高田センター長 河野委員からの御意見、私は毎年、同性パー

トナーシップ制度の導入をお願いしていますが、今年度の計画にもありません、御検討を

お願いしますという。御指摘のパートナーシップ制度につきまして、現在、導入自治体の

状況を調査をしております。委員の御期待に沿えるように引き続き検討してまいりたいと

思っております。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 河野委員さん、今日御欠席ですので、次に移りたいと思います。 

 １２番、様々な人権課題についてということで、対策課のほう、お願いいたします。 

○人権同和対策課 島田課長 回答のほうに書かせていただきましたように、基本方針に

対応する形で資料１の５９、６０ページに、人権啓発ライブラリー事業については記載し

ているところでございますけれども、それ以外に、こちらの回答のほうにも書いておりま

すように、自死遺族さんの問題につきましては、人権フェスティバルですとか、今度１２

月にございます益田市のいのち・愛・人権展ですとか、そういったところでの展示、それ

から、人権啓発推進センターが主催する研修で、分かち合いの会の桑原さんの講演などと

いうことで、一応取組をさせていただいているところでございます。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 大変駆け足で、あっ、ごめんなさい。 

 太田委員さん、よろしいですか、ごめんなさい、すみません。 

 大変駆け足で質問に対する御回答、そして、意見に対する回答をここまでしていただき

ました。もう既に３時３０分を回っております。実はこの後は情報交換というふうなこと

で、情報の提供をお願いするようになっておりますけれども、ちょっともう時間が過ぎて

しまいましたので、情報提供、資料５のところをちょっと御覧いただけますでしょうか。

資料５番です。 

 ここに５人の委員さんからそれぞれ情報提供をいただいております。課長さん、島田課

長さん、いかがでしょうか。今の情報提供については、資料を見ていただくということで
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終えてよろしいですか。 

○人権同和対策課 島田課長 委員さんのほうでそれでよろしいということであれば、そ

のようにさせていただければ大変助かります。 

○横山会長 川内委員さん、船木委員さん、平田委員さん、太田委員さん、それぞれおっ

しゃりたいこといっぱいあると思うんですけれども、ぜひということがあればお受けしま

す。 

○平田委員 １つだけいいでしょうか。 

○横山会長 じゃあ、平田委員さん、どうぞ。 

○平田委員 資料提供していますので、それに度々発言させていただいているので改めて

ではないんですが、実習生問題とか外国人の問題、身近なことではなくて、どこかほかな

ところで起きてるんじゃないかっていうふうな感覚も割と普通、皆さんの間ではあるとこ

ろがあります。でも、実際、本当に島根県内の身近なところでいろいろ起きています。そ

こを意識して周りを見ていただいたり、それから、いろんな改善を図っていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

○横山会長 ありがとうございました。 

 ほかの委員さん、ようございますでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 そういたしますと、大変時間がせれてしまって、最後は本当に駆け足になって申し訳な

かったんですけれども、質問した側、意見を申しました側の気持ちを受け取っていただい

て、事務局のほうから誠意のある御回答を頂戴したものと思っております。ぜひ意のある

ところをお互いに感じ合って、ぜひ来年度に向けてのまた新たな施策に反映していただけ

れば大変ありがたく思っております。 

 大変拙い進行で申し訳ありませんでした。以上をもちまして、議事を終了いたします。

御協力ありがとうございました。 

 それでは、事務局のほうにお返しいたします。 

○足立ＧＬ ありがとうございました。それでは、島根県環境生活部次長の日下より、閉

会の御挨拶を申し上げます。 

○環境生活部 日下次長 島根県環境生活部次長の日下でございます。閉会に当たりまし

て一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、委員の皆様方には、大変御多忙のところ御出席をいただきまして、貴重な御意
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見をたくさんいただきました。本当にありがとうございました。本日いただきました御意

見は、しっかりと検討いたしまして、様々な人権問題の解決に向けてより効果的な取組と

なるように生かしてまいりたいと考えております。また、委員の皆様には、引き続き、御

協力を賜りますようよろしくお願いをいたします。簡単ではございますが、閉会に当たり

ましての御挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。 

○足立ＧＬ 以上をもちまして、島根県人権施策推進協議会を閉会させていただきます。

本日はどうもありがとうございました。 

 


